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論文の内容の要旨
(呂的)
田島氏は、版画の制作過程において、作品の進行状況を確認する為に各段階で試験的に刷られる「ステー
トjについて、それ自体が独立した作品として充分に価値を持ちうることを、資料調査・実見調査・制作実
験を通して実証する研究を進めている。
ステートはあくまで作品が完成するまでの試験的印刷であるので、独立した作品として表に出ることは通
常は無1，， )0 しかしながら、例外的に版画のこうした特性を積極的に制作に取り入れ、発表した作家も存在す
る。このような手法について、これまで一表現手段として紹介されてはきたものの、ステートというテーマ
のもとには総括されておらず、この領域の研究は不十分であった。
そのような状況を背景とし、本研究はステートとして奔放なイメージの変遷を残した 19世紀のフランス
の銅版画家シャルル・メリヨン (CharlesMeryon， 1821-1868)に焦点を当て、彼の試みを再検証し、実際に
ステートがどのように展開したのかについて、その展開の性質を明らかにすることを目的としている。
(対象と方法)
研究対象は、シャルル・メリヨンの代表作凶作品である。
第1章では、シャルル・メリヨン作品の特徴について、先行研究をもとに①模写、②新たな視点による風
景画、③構図の工夫、③技法的特徴、⑤繰り返される修正の5つに整理している。
第2章では、「メリヨンのステートの変遷の画像による検証jを実行するために 16作品を研究対象とし、
①図版資料として掲載されたステートの調査、②美術館における実作品の関覧、③デジタルアーカイブの活
用により、各ステートの図版を可能な限り収集する方法をとった。
第3章では、メリヨンのステートの変遷の検証とその特性について、第 2章での結果をもとに、変遷の記
録と図版の照合を行った。併せて、各ステートの変化の質を①版の現状を確認する為の試験的制り、②画面
内部におけるイニシャルやモノグラム及び画面の枠線等の変化、③イメージの展開の為の加筆及び修正、④
画面外部の銘刻等の変化の4つの観点から分析する方法で、 16作品を分類する方法をとった。
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(結果)
メリヨンの 16作品について、のべ1.093点の密版をもとにステートナンバーの判定を行い、全 141種の
ステートのうち、これまでに発行されている 2冊のレゾネ(L.Delteil & H. ]. L. Wright 1924年版及びR.S. 
Schneiderman 1990年版)の 70種に 45種を加え、 115ステートを確認することに成功したD
そのうえで、メリヨンの 16作品について先に述べた観点から分析し、 A:純粋に加筆を進めていくパター
ン、 B:部分的な修正を加えたパターン、 C:一度描いたものを消去して大胆にイメージを変更するパターン、
D:消去と加筆を繰り返し、イメージを展開していくパターンの4つのグループに分類した。この分類により、
メリヨンのステートの展開が一様ではないことが確認できた。
メリヨンの場合、一般的な版画家の試し刷りや増制の為の修正の域を超えた多様な展開に特徴がある中で、
CやDのような大胆な展開にのみ践を奪われがちになる。しかし A、Bのように、例え大きなイメージの変
化を伴わない作品のステートであっても、丁寧に少しずつ確かめるようにステート数を増やしていくパター
ンが存在し、これらは作品でありながらも作者の真撃な制作態度を反映した記録として貴重である c
以上のことから、メリヨンのステートの多様な展開は、それまで試し尉りの機能しか持たなかったステー
トに、新たな意味付けや性能を与えたという点において、版画の可能性を大きく切り開いたと結論付けられ
る。
(考察)
田島氏は、各ステートを並列に配列した作品、各ステートを立体的に配列した作品を実際に制作し、付録
として「巻末資料3Jに紹介している。それらは、途中経過のステートを単独で見せるのではなく、連続し
て複数提示することで、創作のプロセス自体を見せる版画となっている。このように、ステートの展開によ
る新たな版画の可能性を実作品として具体的に示すことが、今後の研究である。
審査の結果の要旨
田島氏は、メリヨンの代表作 16点のステートの変遷について、最も詳しい資料を作成することに成功した。
この資料は、今後のメリヨン研究において欠かせない資料となるであろう。
さらに田島氏は、収集した資料を分析し、メリヨンのステートの特性について明らかにした。これらにつ
いては、理論的に導くこともできるが、実際に存在する作品から導き出せたことは、今後のステートによる
版画の可能性を提示する上で説得力がある。
ただ、田島氏はステートの主要な性質を把握し、制作者として新しい版画の在り方を提示するために、こ
の研究成果を実制作に活用することに重きを量いている。したがって、この論文はメリヨンの代表作 16点
についてのものであるが、これに続く田島氏の研究が、より広範かつ詳細なメリヨンの研究に向く可能性は
少ないであろう。しかし、田島氏はレンプラントやピラネージ、ピカソなどの作家について、論文「変容す
る f版~ -1J (r筑波大学芸術研究報告第49輯 芸術研究報 27~ 筑波大学芸術学系、 2007 年、 47-58 頁)で、扱っ
ているが、メリヨンばかりでなくそれらの作家についても、ステートというキーワードの下、より詳細に、
そして広範かつ総合的に分析する研究が大きな可能性を秘めていることも、この研究で明らかになった。
一方、本論巻末資料3に掲載された田島氏の作品(各ステートを並列に配列した作品や各ステートを立体
的に配列した作品)は、版を利用しているものの、!日来の版画の概念に収まらない範轄のものである。この
ような版画の可能性を切り開く今後の研究は、現代美術における版画とは何か、版画の領域はどこまでなの
かという問いかけを常に持ちながら進めることになるであろう。
平成 24年 1月10日、学位論文審査委員会において、審査委員全員出席のもと論文について説明を求め、
関連事項について質疑応答を行った。その結果、審査委員全員が合格と判定した。なお、学力の確認は、人
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間総合科学研究科学位論文審査等実施細則第 1条を適用し免除としたD
よって、著者は博士(芸術学)の学位を受けるに十分な資格を有するものと認める。
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